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2020年も残りわずかとなりました。このような状況でも年末年始はやってきますので、皆様方には何かと慌

ただしくお過ごしのことと思います。 

本年、バオバブの会は、予定していた活動のほぼすべてができずに終わりました。それでも、10月にはサル

ム・ジャネ中学校OBプロジェクトに支援金を贈り、11月末には、定期支援としては最終となる送金を行うこと

ができました。 

2021年はコロナ禍も終息し、終了の年にふさわしい活動ができますよう願っておりますので、皆様方の一層

のご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

★★★★ ことわざで開く、アフリカ文化の窓 ★★★★  

第３６回    トランプはなぜ諦めないのか 

     

エル・ハッジ・マサンバ ディウフ      （訳・文責 水野） 

 

11月3日に投票が始まり、8日には民主党のバイデン前副大統領の当選が確実となったアメリカ大統領選挙で

すが、トランプ大統領は「投票に不正があった」と主張し、敗北を認めません。そのため政権移行の手続きがで

きず、2週間以上にわたり空白期間が続きました。この異例な事態に対し、トランプ側の共和党内部からも批判

が起こり、トランプは、23日になって、ようやく政権移行手続き開始を認めましたが、未だに「我々は勝つと

信じている」と、訴訟を続ける考えを強調しています。 

トランプは、どうして敗北を認めないのでしょうか？ 

どうして、いつまでも権力の座にしがみついているのでしょうか？ 

私はトランプが成功するかどうかは わかりませんが、確実に言えることは、彼のやり方はあまりに下手くそ

だということです。もし彼がもっと大きく世界に目を開いたら、アフリカの大統領たちが権力を維持するための

素晴らしいテクニックを持っていることに気づくと思います。彼らに比べると、トランプはまったくの素人です。

アフリカに研修に行けば良いのに、と思うくらいです。 

けれども、彼の白人至上主義、米国第一主義の頭では、世界はアメリカで始まりアメリカで終わるので、外の

世界に目が向けられないのです。アメリカの外には良いものは何もない、ましてアフリカに何かがあるなどとは

考えたこともないのでしょうから。 

  

しかし、アフリカ人も同じ疑問を持っているのです。どうして、アフリカの大統領たちは、何に変えても、権

力にしがみつこうとするのだろうか？ 
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アフリカの政治状況について特に関心がない人でも、時代と共に、アフリカの民主主義が進歩してきたことは

ご存じだと思います。 

  1960年代、アフリカの国々、特にフランスやベルギーの植民地だった西アフリカで、多くの国々が独立を果

たしました。そして、この時期より、アフリカの政治史には多くの出来事が刻まれました。 

独立の後には、クーデターや大統領の暗殺の時期が続きました。それらのほとんどは、アフリカ人の政治家の

意志によるものではなく、99パーセント、フランス、イギリス、ベルギーといった、かつての宗主国が起こし

たものでした。それはなぜでしょう？彼らは、アフリカを去った後、自分たちの命令だけを実行する操り人形を

置いておこうとしたからです。独立した後も、アフリカを支配し、その自然資源を搾取し続けるためでした。従

って、アフリカ独自の政策を実行し、アフリカの人々の利益を守ろうとした大統領は、皆、クーデターや暗殺に

よって排除されました。 

その結果、旧宗主国の利益を代表し、その意のままになる大統領が生まれ、旧宗主国に守られた独裁者となり

ました。彼らは、いったん権力の座に登れば、死ぬまでそこにとどまることができました。 

その後、政治と経済に苦しめられ、限界まで来た人々が、アフリカ各地で抵抗に立ち上がりました。ウォロフ

の人々のことわざ、「首を絞められると、必死でもがく」のとおりです。これが1980年代の民主化の波となりま

した。ほぼすべての国で新しい憲法が発布され、複数の政党が作られるようになりました。複数政党制です。し

たがって、理論上、また法制上は、民主的な選挙によって、政権交代や政治体制の変更が行われることになりま

した。 

しかし、現実には、そうはなりませんでした。大統領たちは、選挙に対しても非常に巧みなテクニックを駆使

して、不正に権力を維持する方法を見つけました。それは魔法のようなものです。これについては、亡くなった

ガボンの大統領、オマール・ボンゴ注１が有名な言葉を遺しています。「アフリカでは、選挙をなしにするため

に選挙をする」。 

そして、最近では、さらに洗練度を増したテクニックを目にするようになりました。例えば憲法の修正です。

通常、憲法には、ひとりの人間がいつまでも権力の座にとどまることのないように、任期が定められています。

その任期の数え方に対する解釈を変更する、または、単に、大統領側の議員の投票によって任期をなしにする、

といったやり方を見つけたわけです。多くの国に、国民からの正当な選出ではなく、大統領や党の権力によって

その座にいる議員というのが存在します。彼らは大統領から議員という力を借りているだけなので、自分の意見

を持たず、議員として何の仕事もしません。ただ大統領の意のままの投票をするために存在しています。「誰か

の目を借りれば、その人の見せたいものしか見えない」という、セネガルのことわざのとおりです。 

こうしたテクニックで、ギアナの大統領は2か月前に、コートジボワールの大統領は先月、任期を超えて大統

領の座にとどまることに成功しました。噂では、セネガルのマッキー・サル大統領も、同様のテクニックを使お

うとしているようです。彼の第2期にして最終の任期は2024年に終わるはずですが、どうなるでしょうか。 

 

さて、最初の問いに戻りましょう。どうして、トランプやアフリカの大統領たちは、いつまでも権力の座にし

がみつこうとするのでしょうか？ 

 

ニューヨークタイムズの論考の中に、ひとつの答えがあると思います。それによると、検察側は、既に、ドナ

ルド・トランプについての告訴と捜査を、少なくとも12項目、手にしているようです。さらに、その中の3つが、

権威と実力で有名な3人の検事の担当になっています。トランプは、今のところ大統領特権によって守られてい

ますが、その座を去ったとたん、追及が始まります。さらに、3人の検事は連邦裁判所から独立しているので、

たとえ新大統領のバイデンが特赦を行おうとしても、捜査をとめたり、告訴をなくすことはできません。ニクソ

ン大統領のときのようにはならないわけです注２。 
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アフリカの大統領たちも、同じ理由で権力にしがみついているのでしょう。彼らはひどく法を犯しているので、

権力の座を去ったあとで、罪を追及されるのが怖いのです。やったことは、良いことも悪いことも、ブーメラン

のように戻ってくるものですから。そうなると、ふたつの選択肢しかありません。死ぬまで権力の座にいる方法

を考えるか、共犯者のひとりを後釜に据えるかです。 

皆様は、私がこのコラムで以前紹介したエピソードを覚えていらっしゃるでしょうか？それは、私が小学生だ

った頃のことです。家には、おじいさんのお母さん、つまり、ひいおばあさんがいました。彼女は大変に歳をと

っていたので、記憶が確かでなく、始終、ものを忘れました。それなのに、身体のほうはとてもしっかりしてい

ましたので、ひとつの家に、ひいおばあさんと私、二人の子どもがいるようなものでした。ふだん、私たちは仲

良しでした。ところが、彼女は、何かものが無くなると、私が盗ったと思い込むのです。とたんに攻撃が始まり、

杖で私の背中や尻を打ってきます。もし逃げなければ、何度でも打たれます。それは恐ろしいほどでした。 無

くなったものが見つかるか、なくしたことを忘れてしまうまで、杖の攻撃は続くのでした。そして、私がその攻

撃を逃れようとすると、彼女は言ったものです。「お前は私から逃げる理由があるんだ。＜昼間、誰かに悪いこ

とをした者は、夜、眠ることができない＞と言うからね。復讐が怖くて。」 

 

  これで、トランプやその同類の態度の理由がおわかりいただけたのではないでしょうか。 

 

 

注1：自分が候補者となる選挙を実施する大統領は、自分が勝つために、ありとあらゆるごまかしのテクニックを使います。

ボンゴは、41年間、大統領の座にいました。その後は、息子のアリー・ボンゴが大統領になりました。 

 

注2：リチャード・ニクソンがウォーターゲート事件により辞職しなければならなくなったとき、後任のジェラルド・フォ

ードは、大統領特赦に合意し、ニクソンを司法の追及から守りました。 
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バ オ バ ブ の 会          

代表 エル・ハッジ・マサンバ ディウフ 

〒240-0054 横浜市保土ヶ谷区西谷1丁目8-7  TEL&FAX 045‐373‐0059  

 

寄付振込先 :ゆうちょ銀行振替口座 00200=1 45215   

三菱ＵＦＪ銀行八重洲通り支店普通口座no.1523673 

 

★HP：http://the-baobab.org 

★Mail:info.the.baobab.assoc@gmail.com 

 HP内の「お問い合わせはこちら」からご連絡いただけます。 

★FBページ名：バオバブの会The Baobab Association  

URL：http://www.facebook.com/the.baobab.association 
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